
国語① 【中学校 国語4二】
語句の辞書的な意味を踏まえ、文脈上の意味を
捉えることができるかどうかをみる

語り手の「豆太ほどおくびょうなやつはない。」という文に、児童が着目した場面

『言葉への自覚』を高めるための
 【言葉による見方・考え方を働かせる】

学び方を選択できるようにしましょう！

実践例 小学校３年 「モチモチの木」

選択した「学び方」をもとに説明を付け足していく

「豆太」は「おくびょう」な性格だと思います。
１２２ページの１行目に書いてあるからです。

「辞書の意味」を調
べたら、「おくびょう」
は、「気が弱く、少し
のことでもびくびくす
る」とありました。豆
太の様子にぴったり
な言葉だと思
います。

付け足しで、僕は似た
言葉の「こわがり」と比
べてみたけど、豆太はこ
わいと思うだけではなく
て行動できなくなってい
るから、やっぱり豆太は
「おくびょう」だと
思います。

私も付け足しで、
「ぶるぶる、夜なんて
考えただけでも、お
しっこをもらしちまい
そう」って文とつなげ
て、これが「おくびょ
う」な姿だと
思いました。

①辞書の意味 ②似た言葉との比較 ③別の言葉・文とつなげる

「豆太」はどのような人物だと思いますか。

岐阜県
正答率
３６.８％

「学び方」を意識できるよ
うな価値付けや助言を行う。

学年の系統性に沿って、
螺旋的に学びを積み重ねる。

「選択する」ためには、「学び方」
を知って、身に付ることが必要。

ここを大切に！

いろいろな「学び方」で、 「おくびょう」という言葉の意味や
働き、使い方を考えると「豆太」がどんな人物かより具体的
に想像できますね。

「おくびょう」ってどういうことかな。これまで学習した「学び方」を
使って、豆太がどのような人物かもう少し詳しく説明してみましょう。
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